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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に曹む人間の育成をめざします。
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大学肝価基準を澗止す認定マーヲ

「建学の精神」具現化に向けて
2014年を迎え、宮田偏理事長から新年の挨拶とともに、朝日大学の今年の基本方針

が述べられた。

I建学の精神jの継承と具現化に全教職員一致して謹進しようというもので、地道に乙
れを進めていくことこそが「魅力ある大学、選ばれる大学」づくりの根幹であるとしている。

また、大友克之学長、森下伊三男副学長並びに倉知正和副学長からも、年頭所感が

それぞれ寄せられた。

「よさとい」の演舞僚の回朝日祭にて)



ASAH I University News Letter 

••• ••• ••• 

「建学の精神」によるグローバル人材育成 理事長官田傭

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 授業方法の工夫、十分な授業の準備、学生の学修へのきめの細かい支

昨年は、伊勢神宮で式年遷宮が行われました。今回遷宮した西の 援等に取り組んでまいります。各学部等においては、質の高い学士課程

「金座」の時代は、波乱、激動が強い「経済の時代」として言い伝えられ 教育を実施するため、カリキュラムの着実な実行に取り組んでまいります。

ており、日本経済はアベノミクスによる三本の矢によってデフレ脱却をめざ 大学院においては、高度な専門職業人及び研究者の養成を引き続き

す年となりました。我が国は、消費増税をはじめとする税・社会保障制度 行ってまいります。また、歯学部生涯研修事業(CE)は、臨床力の強化を

の一体改革と財政の健全化、エネルギー政策の抜本的見直しなど、大き 目的として、大学院生から卒業生までを対象に、一貫して支援するカリ

な課題に置面しています。世界経済においては、景気回復の牽引役で キュラムを提供してまいります。

あった中国を中心とした新興国経済が伸び悩む中、先進国では株価の また、本年4月に保健医療学部看護学科を設置することが認可されま
かいり

上昇が顕著となるも実体経済と株価の議離など、さまざまな不確実性が した。保健医療学部は、保健衛生学の専門知識並びに高度な医療技

存在し、先行きの不透明感は拭いきれません。 術及びネ士会人としての豊かな学識と技能を体系的に教授研究し、高い

こうした状況下、世界市場で存在感が薄れつつある日本企業の危機 倫理観と豊かな人間性と国際性を兼ね備え、社会に貢献できる人材の

感や、国際化の時代とは逆行するような日本の若者の「内向き」志向によ 育成を目的とし、新たに設置しました。引き続き地域社会の求める医療従

り、今日、高等教育でグローパJレ人材の養成が叫ばれています。本学は 事者を養成する学科の増設を検討し、保健医療学部のさらなる発展・充

建学の精神である「国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、 実に努めてまいります。

人類普遍の人間的知性に富む人間の育成」に基づき、次世代を担う若 本学の建学の精神を具現化することで、国際性、社会性そして人間

者の夢の実現のため、社会の多様なニーズに対応できる有為な人材の 的知性を身につけた本学卒業生が、確実な「学士力」を身につけ、社会

育成を着実に行っていかなければなりません。教育・研究活動の質の向 から評価され、国際社会で活躍することを信じています。

上にあたっては、能動的学修の積極的推進をはかるため、学生の主体 本年も皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

的な学修に要する総学修時間を確保し、コミュニケーションを取り入れた

魅力ある大学、選ばれる大学をめざし

新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げま してきました。そんな中で、最近では個人

す。また、本年も皆様にとって良い年となりますととを心よりお祈り申し上げます。 情報の漏洩や不正取得など、本人の知

きて、本学では1987年4月に法学部が設立された後、今日まで3学部体 らぬ聞に被害に遭う事件が多発しており

制が続いてまいりました。そして、四半世紀を経たこの4月に保健医療学 ます。どんなにシステムが良くなろうと、や

部が加わり4学部体制へと発展することになりました。新たな属J性を持つ はりそれを使う人の心ない行動によって

た仲間を温かく迎えたいと思います。そして、新たな学部も含めて、各学 結局事件は起きてしまう、という基本的な

部の学生の皆さんにはそれぞれの目標に沿った夢の実現をめざし、建学 観点が改めて浮き彫りにされているよう 副学長森下伊三男

の精神の宿った人間として成長されることを願っております。 に思います。例えば、ソーシャルエンフニアリングを巧みに操った情報の不正取得

学生の皆さんが大学で学ぶ事柄の中には、その時々には最新・最先端 などを試みる悪意を持った人聞に対抗するには、日頃のセキュリティ意識を高め、

の技術・知識であっても、それらが必ずしも最新・最先端であり続けるとは限 情報モラルを身につけておくこと、さらには倫理観や遵法精神などを養っておくこ

りません。常に変化し発展していく社会に対応し、新たな事柄を自ら学ぶ力 とも必要でしょう。このことは、本学の建学の精神に誼われている「人間的知性に

を身につけている必要があります。社会に出たときに必要となる即戦力は常 富む人間」を育成することの具現化のひとつとして大切なことだと思います。

に更新されなければ戦力として機能しなくなります。長期にわたる戦力とは 建学の精神の具現化に向け、教職員が学生一人ひとりをきめ細かく指導し、社会

ならないのです。そこで、建学の精神にある「国際未来社会を切り開く」とい で活躍できる人材を育てること、学生の夢の実現に向けて様々 なサポートをしていくこ

う語句に集約されている未来を切り開くカを身につけ、それぞれの立場で とが、「魅力ある大学jそして「選ばれる大学Jに結びついていくものと考えております。
長期戦力を持ち続けていけるような学生を育てていかなければなりません。 本年も「現状維持は後退Jをモットーに、朝日大学の益々の発展をめざ

また、高度情報化社会の到来といわれ、1990年代初めのインターネット商用利 し、皆様の御理解とご支援を賜り、より一層の努力をしていく所存です。本

用開始以降、ICT(情報通信技術)の発展は我々の生活に大きな変化をもたら 年もどうぞよろしくお願いいたします。
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国際未来社会を切り拓く

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

さて、昨年もわが国は大きな災害に見舞われ、繰り返しやってくる台風

や竜巻によって尊い人命や貴重な財産が奪われました。東日本大震災を

嘱矢として、大自然に対する畏敬の念を再認識しました。当たり前のように

使ってきた電力も、原発事故を契機に大きな方向転換を迫られています。

今とそ人類の英知を結集し、国際未来社会を切り拓く社会性と創造性を

発揮しなければなりません。

昨年4月に入学をはたした法学部、経営学部、歯学部の1年生諸君に

は「建学の精神」という講義を通じて「なぜ朝日大学で学ぶのか?Jという

意義を考える機会を提供しました。また法学部、経営学部の諸君には日

米安保、資源とエネルギ一、環境問題といった3つのテ}マを掲げて、学

内外の講師がjレー方式で講義を展開しました。最初のテーマでは沖縄

の基地問題に触れながら外務省北米局日米安全保障条約課の中村仁

威企画官、琉球大学我部政明教授をお迎えしました。次のテーマでは原

発問題を考えるため中部電力岐阜支庖より丹羽漸総務部長、園皐院大

学菅井益郎教授にそれぞれの立場から語っていただきました。そして環

境問題については公害を地元の地域学として昇華させている熊本学園

大学花田昌宣教授に「水俣学Jを、本学と連携関係にある三重大学か
ら朴恵淑副学長に「四日市学」をご紹介いただきました。正解のない問題

rPDCAサイクル」の実践

にどう取り組むのか。身近な問題に

関心を持ち、本や新聞を読み、そして

専門家の意見を聞く。同じものを見て

も生ずる考え方の違いや光と影を見

せることで、学生個々 が考え、自分の

意見を構築していくことを養う講座で

した。沖縄の問題を語る際に「小指 学長大友克之

の痛みを、全身の痛みと感じてほしい」という言葉がしばしば引用されま

すが、わが国は明治以降の富国強兵政策、また戦後焼け野原からの復

興のため経済発展を優先して走り続けてきました。しかし手にした豊かさ

とは何だったのでしょうか。年頭にあたり、東日本大震災、それに伴う原発

事故によって今もなお避難生活を強いられている方々 のことも忘れないで

欲しいと願っております。

本学は法学部、経営学部、歯学部と3つの医療機関を有し、これらの

専門領域における知的資産を提供することにより地域貢献をはたしてま

いりましたが、4月より新たに保健医療学部看護学科を関設いたします。こ

の看護学科もJR岐阜駅前の村上記念病院と連携し、必ずや地域の皆

様にご奉仕できるものと確信しております。

本年もご理解とご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げ 験での好成績そして教育を初めとし

ますと共に、本年も皆様にとって素晴らしい年となりますよう心からお祈り申 た日頃の学生に対する面倒見の良

し上げます。 さなどが、卒業生やご父兄の本学に

昨年は、東京電力福島第一原発の放射線汚染水問題、圏内各地で 対する評価と推察する受験者数の

の記録的豪雨による河川の氾濫や土砂災害、隣国の中園、韓国との領 増加等々、自に見える成呆があげら

土問題や歴史認識による関係悪化等々、国内外で憂慮すべき多数の れてきました。
副学長倉知正和問題が発生あるいは未解決のままでした。一方、日本経済は円安効果に

より明るい兆しもみられるようになり、2020年のオリンピック・パラリンピック開

催地が、従来の日本的ではないサプライズなプレゼンテ←ション“お・も・て-

な・し"によって東京に決定され、日本中が喜びで沸き返りました。

こうした中、本学では教職員の密な連携と大変なご努力によって保健

医療学部看護学科の開設が昨年の10月31日に文科大臣より認可され、

いよいよ本年4月には一期生が入学してきます。文系学部でも熱心な指

導のもと、難関の閏家資格(公認会計士、税理士、弁護士、国家公務員

など)の合格あるいは合格に向けた明るい話題、体育会所属学生による

圏内はもとより国際大会での活躍、ボランティア活動による地域貢献そし

て高い就職率といった多方面で、確実な成果があげられてきています。ま

た、歯学部でも、4年前の学納金の大幅な減額に加えて、昨年の国家試

これらは昨年の週刊東洋経済の

特集(11月2日号)1本当に強い大学日本の大学トップ3∞」の総合ランキ

ングで本学が上位51位にランクイ、/されたことも併せて、本学が今後より一

層「魅力ある大学、選ばれる大学Jとして認知されるための上昇気流に
乗ってきた勢いを感じさせる年であったように思います。この勢いを止める

ことなくさらに加速するためには、現在の教育内容、教育手法を絶えず検

証し、学生の主体的な学びを確立させるために質を伴った学習時間の増

加をはかりつつ、さらなる改善、改革の継続が必要であると思っております。

今後も18歳入口の漸減が予測されており、大学を取り巻く環境は益々

厳しさを増すと恩われますが、本学の明るい未来を築くために、全教職員

の一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

謹賀新年 法学部長(兼)法学研究科長平田勇人 歯学部長崎)歯学研究科長磯崎篤則 附属村上記念病院長 大橋宏重

経営学部長 岩崎大介 留学生別科長 丸山和美 PDI岐阜歯科診療所長藤原 周

経営学研究科長 奥山 徹 附属病院長 都尾元宣事務局長 高橋偉茂
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大使館を表敬訪問

R南アフリカ共和国との交流

大友克之学長が、南アフリカ共和国大使館を表敬訪問し、モハウベコ

特任全権大使と会談した。今回の訪問は、昨春に同大使館マソカ前科

学技術公使の本学訪問がきっかけで実現したもの。

同全権大使のほか科学技術担当公使や政治部一等書記官が同席

した会談では、大友学長が本学の教育・研究、国際交流や体育会の現

況などを、また、同全権大使からは南アフリカの教育事情やスポーツにつ

いて詳細な説明があり、会談は終始和やかな雰囲気で行われた。本学

では、今後も南アフリカとの友好関係をさらに発展させていくこととなる。

問建国64周年祝賀会に出席 ー一一一~-，_... 
中華人民共和国大使館が主催する

建国64周年祝賀会に大友学長、宮田淳

法人本部長が出席した。日本側の招待

者は政財界、文化・芸能など幅広い分野 左から宮田法人本部長、程全権大使、

におよび、中国側からは大使館関係者、 大友学長(パーティー会場にて)

華人・華僑の団体などが出席。総勢2.000名を超えるパーティーとなった。

パーティー会場では、大友学長が程永華特命全権大使に対し、本学と交流関

係にある北京大学口腔医学院の教職員が昨秋大使館を表敬訪問させていただ

いたことへの謝辞を述べると共に、教育・研究・医療分野において今後も「建学の

精神Jに立脚し積極的な国際交、流活動を展開していく旨の説明を行った。

「顧客満足の構造」を学ぶ

岐阜県立恵那南高等学校の総合学科

3年生を対象とした出張講義が、高大連携

講座として同校で開講され30名の高校生

たちが緊張の面持ちで授業を受講した。

講義室に着席した生徒たちは、教

TOKYOディス、二一ランド、の戦略を学ぶ 科科目「ベンチャーピジネス」の授業で

中畑千弘経営学部教授(マーケティング研究所長)から、「なぜ、

“TOKYOディズニーランドに何度も行くのか?"Jと題した講義を聴講し、

顧客満足の構造とサーピスイノベーションについて熱'L'~こ学んだ0

.知

恵那南高校は、「社会の変化に対応し、主体的に生きていくための資

質や能力を培い、知・徳・体の調和のとれた心豊かな人間の育成をはか

るjことを教育目標にかかげ、自分の生き方を探究するためのキャリア教

育に取り組み岐阜県の東濃地域において人材の育成を行っている。

「医療と健康」をテーマに

.木沢記念病院と連携

美濃加茂市生涯学習センターで、木沢記念病院(山田賓紘理事長、

北島康雄病院長)との連携により、「医療と健康」をメインテーマとした公

開講座が開催された。

.健康に対する関心

今回で5回目を迎える美濃加

茂市での公開講座では、医療、

歯や健康に関わる専門家の講演

が行われ、約150名の受講者らは

メモをとりながら熱心に聴講、医 木沢記念病院の宮田内科部長による講演

療や健康に対する関d心が高いことがうかがえる公開講座となった。

高血圧の本当とウソの話

木沢記念病院内科部長宮田周作氏

何を食べたいかを脳はどうきめるか

朝日大学歯学部硲哲崇教授

禁煙で始めよう、お口の病気予防

朝日大学歯科衛生士専門学校 荒木美穂教員

:社会医療法人厚生会木沢記念病院

[基本理念]病める人の立場に立った医療、地域から求められる新しいサービスの提供 : 
[所在地]岐阜県美濃加茂市古井町下古井590 : 

「東京五輪開催記念」公開講座

北京オリンピック男子バレーボールの日本代表チーム主将を務めた荻

野正二氏を講師に迎え秀岳館高等学校(熊本県)で、本学主催の「東

京オリンピック開催記念J公開講座が開催された。同校は「中道を歩み社

会有為の材となることを期せよ」を校訓とし、国公立大学への多数の進

学者、プロ野球・プロサッカー選手を輩出する文武両道の私立高校。

全校生徒ら1，200名が参加した今回の公開講座は、オリンピックを経験

したトップアスリートの体験を通じ物事を成し遂げる達成感、苦'悩や挫折を

乗り越える精神力について考える機会を提供し、スポーツを通じた青少年

の健全な精神と身体の育成に寄与することを目的として開催されたもの0

.スポーツの魅力を語る

講師の荻野氏は、バルセロナオリンピックで5位入賞をはたした日本バ

レーボール界の中心的人物、生徒たちを前にバレーボールを通じたス

ポーツの魅力や何事に対しても常に全力で取り組むことの大切さを熱く

語った。生徒らは、荻野氏の言

葉に熱，心に耳を傾けていた。

講演を終えた荻野氏は、同

校の男子バレーボール部員を

対象とした実技指導を行い、

高校生とのスポーツ交流をは

かった。

スポーツの魅力を熱く語る荻野氏



「税法の特別講義」開講

法学部と経営学部では、名古屋

国税局査察部次長の安江晋一郎

氏を講師に迎え、「税の役割と税務

署の仕事」と題した特別講義を穂

積キャンパス5号館講義室で開講し

た。講師の安江氏は、長年にわたり

国税局査察部に在籍し、同部統括 特別講義で「納税の役割」を学んだ

官や課長、また税務署長の職務経験を有するベテラン職員である。

この講義は、国税庁の「税を考える週間(11月11日-17日)Jの広報活

動の一環として毎年行われており、本学での開講は今回で6回目となるO

R税の役割や税務署の仕事を学ぷ

講義では、国家財政を支えている税金には、所得税、消費税、相続税や法人

税など様々 な税金があること、国民の義務である納税に関し「税は共同社会を維

持するための会費」であることや税務署の仕事などがわかりやすく解説された。

受講した約60名の学生たちは、初めて聞く税金の話題に興味深く熱

'L、に聞き入っていた。

なお、今回の特別講演コーディネーターを務めた粟津明博教授は、国

税庁税務大学校副校長の経歴を有する税法のエキスパートで、本学の

大学院法学研究科でも教鞭をとっている。

商業教育で高大連携

.課題解決・専門性向上講座

商業高校の教諭を対象とした「課題解決・専門性向上講座Jが岐阜県総
合教育センターで開催され、マーケティング研究所の中畑千弘所長(経営学

部教授)が「できる広告と販売促進」をテーマに研修講座の講師を務めた。

研修会は、新学習指導要領の新設科目「広告と販売促進」に対応する

講座として開講されたもの。受講者は今後の授業運営に役立てようと「菓

子のキャンペーン提案Jを題材に、グループに分かれ広告コンセプトの立案

や景品キャンペーンの内容検討など実践的な研修に取り組んでいた。

R村上記念病院で進路研修会

瀬川部会長が講師を務める

岐阜県産業教育振興会商業教

育部会の進路研修会が、村上記

念病院(岐阜市橋本町)で開催さ

れた。

この研修会は、同部会の会員で

ある高等学校校長や進路指導担

当者らが、県内事業所での研修・

見学を通じ今後の商業教育のあり方や生徒の進路指導に役立てようと

の趣旨で開催されている。「グローパル時代を向えた商業教育のあり方」

と題した講演では部会長の瀬川隆彦氏(中部化成薬品(株)代表取締

役会長)が講師を務め、参加者たちは熱心に講演を聴講していた。

また、会場となった村上記念病院は、本年4月開設の保健医療学部看

護学科の「病院実習」が予定されており、同学科設置準備室の漬畑章

子教授が看護学科の概要や特色について説明を行った。
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OBアドノミイス講座を開講

穂積キャンパス6号館大講義室でIOBアドバイス講座」が開講され、今年

度就職内定を勝ち得た4年生や既に社会人として活躍しているOBたちが、

本格的な就職戦線に突入する3年生を前に、「就職体験記jを発表した。

会場となった講義室には、先輩たちの内定体験談を参考にしようと多く

の学生が集まり、熱心に発表に聞き入っていた。

~ I就職内定者や08が熱く語る

早期に就職内定を勝ち得た4年

生はステージ上で、就職活動にはど

んな準備が必要なのか、面接官は何

を見ているのか、企業は大学生に何

ステージ上で「体験記」が熱く語られた を求めているのかなど、就職活動を

通して気づいたことや感じたことを後輩たちに詳しく、そして、熱く語った。

講座終了後の懇談会では、社会人として活躍するOBから、「面接は

採用か否かの分かれ目。自分という商品を売り込めリと自分の経験を交

えたエールが贈られた。

「論理学基礎」を英語で実施

法学部の教育カリキュラムでは公務員コースと企業法務コースが設け

られ、それぞ、れのコース目標達成に求められる英語教育を行っている。公

務員コースでは、公務員採用試験合格に向けての受験対策を中心とし

た英語運用能力(語糞力・文章読解力)の向上をめざす授業を、また、

企業法務コースでは、自分の考えを論理的に発信するlogicalmind及

び、communication技術習得をめざし実用的な言語運用能力の向上を

目標とした授業を行っている。

.講義開始から終了まですべて英語

この「実用的な言語運用能力」

向上の一環として、企業法務コース

3年次では「論理学基礎」の英語に

よる講義をlecture& discussion形

式で実施している。講義開始から 「論理学基礎」の授業風景

終了まで、講義室内では日本語を一切使用せずすべて英語を用いてお

り、“Whatare the premises of this argument?" (本論の前提条件を

述べよ)、“Doesthis argument agree with logic? Explain and 

state your opinion." (本論は論理的に展開されているかどうか、自身の

見解を説明し述べよ)などの質問に対し、受講生は英語を用いて自身の

意見を述べるという授業形態で運営。学生同士の議論も活発で、意見

交換による「思わぬ発見」もあるようだ。
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OPEN~ょうこそ朝日祭へ~
「第43回朝日祭」が穂積キャンパスで3日聞にわたり開催され、

地元の方々 をはじめ多くの来場者でにぎわった。

国境を越え共通の理念のもとに未来を考える新しい時代へと突

入した今日、「朝日祭Jを通じ、学部や学年、所属クラブや国籍の壁
を越えて互いに交流し合うととの意義を考えてもらおうとの実行委員

の思いからIOPEN~ょうこそ朝日祭へ~Jがテーマに掲げられた。

「よさとい」の演舞 ダンスパフォーマンス

穂積キャンパスには学園祭定番の模擬居、各種コンサート、ピン

ゴ大会、講演会、学友会クラブや体育会の活動報告のほか、瑞穂

市を中心に活動を展開するよさこい蹄りチームの富有祭狸(ふゅう

らくしよう)による「よさこい」の演舞も披露され、来場者たちは、「朝日

祭Jをきっかけにそれぞれを知り理解を深めあった。

.工コな大学祭

笈朋年5月から「エコキャンパスプ

ロジェクト」を展開している朝日大学

では、今回もコンサートなどの室内催

事をすべて屋外で行うなど、環境保

護や地球温暖化防止にも努めた。 シャボン玉を楽しむ子供たち

留学生総合オリエンテーション

瑞穂市役所、北方警察署、瑞穂消防署の協力により留学生を対象と

した総合オリエンテーションが穂積キャンパスで実施された。オリエンテー

ションでは、国民健康保険制度の解説、交通事故防止や防火・防災の講

習など、留学生たちが充実した学生生

活を送るための各種アドバイスや指導が

行われ、留学生たちは日本のJレールなど

を熱，心に学んだ。

彼らが将来日本と母国との架け橋に、

また、「国際未来社会」を切り開く人材と

育つことが切に願われる。 瑞穂消防署員から消火器の使用方法者学ぶ

留学生が母国の
文化・習慣を紹介

.地域キ士会との交流

経営学部で学ぶ留学生たちが、瑞

穂市総合センターサンシャインホールで

開講された「瑞穂大学寿学部Jで講師
を務め、母国の文化や習慣を紹介した。 民族衣装で母園を紹介する留学生たち

ベトナム、ミャンマー、ネパール、パキスタンの民族衣装で登場した留学生

たちは、大きな拍手で出迎えられ、それぞれが国の位置、国旗、服装、食事、

民族性や母国愛などについて、灰固有准教授(経営学部)のコーデイネー

トのもと流暢な日本語で解説を行い、地域社会の人々 との交流を深めた。

「瑞穂大学寿学部」は、瑞穂市誕生を記念し開議されている「生涯学習の学

びの場」。留学生の講義(解説)に、約250名の受講者たちが耳を傾けていた。

.ヴァイオリンを体験 F ーー一一『一一一一

また、留学生別科日本語研修課程では、

授業科目旧本事情一日本の文化一」で歌

曲「荒城の月J(作詞:土井裕翠、作曲:瀧廉
太郎)をテーマにヴァイオリンを体験した。 ヴァイオリンを体験

歌詞の解説後、留学生ひとり一人にヴァイオリンが手渡され、弓の持ち方、弦や

音階の指導を受け何度もドレミファソラシドの個人練習を行った。学生たちからは、

「ヴァイオリンは不思議な楽器。荒城の月は悲しむ音楽ですJなどの声が聞かれた。
留学生別科では、日本の文化に触れることを目的に穂積キャンパス内

剣道場での剣道体験、童話の「読み聞かせ」なども体験した。

防犯ボランティア

「めぐる」の活動

防犯ボランティア「めぐる」が、北方警察署の

指導のもと穂積キャンパス内で自転車盗難防止

活動を実施した。

「めぐるjのメンバーは、北方警察署員や瑞穂市役所

の担当者らと共に大学構内に駐輸されている自転車

自転車の盗難防止活動を実施 570台を点検、防犯登録がなされているかや二重ロック

の有無を確認し一台ごとに点検カートを姑り付け自転車の盗難防止を呼びかけた0

.赤い羽根共同募金活動

また、「めぐる」は、赤い羽根共同募金活動にも参加した。

JR岐阜駅に集合した学生たちは、共同募金開始セレモニーに出席し

た後、岐阜県内各地から集ったボランティアのメンバーらと岐阜駅歩行者

デッキなどで、通行人などへ大きな芦で募金への協力を呼びかけていた。

2010年7月に、安全で安心して暮らせる地域社会の実現をめざし法学

部学生を中心に設立された防犯ボランティア団体「めぐるJ。瑞穂市役
所、岐阜県警察本部や地域住民たちと協力し、「防犯教室」、「青色回

転灯装備車によるパトロールJ、「散歩レンジャーJなどの活動を積極的に
展開し、日々地域社会の防犯意識の輸を広げている。



フェンシング、

インカレサーブルV4を達成!

連覇の偉業を達成すると共に、同種目個 女子サーブル4連覇を達成

人では、田村紀佳選手(ビジネス企画4年:群馬)がみごと逮覇を飾った。

また、女子エペ団体準優勝、同種目個人では雑賀由起選手(ピ

ジネス企画2年:和歌山)が3位入賞をはたすと共に、女子フルーレ

団体4位、同種目個人で5・6・7位の成績をおさめた。なお、男子は

サーブルとフルーレの団体5位、エペ個人で8位の成績を収めた。

朝日大学フェンサーたちのさらなる活躍に期待がかかる。

車球 日本卓球リーグ

体育会卓球部(男子)は、2009年度から日本卓球リーグに加盟、現在l

部リーグで大学チームとして活躍している。

このたぴ12013年度後期リーグ」ホームマッチゲームが、穂積キャンパス体育館

において同リーグ4位で大学ナンバーワンの実力を

誇る強豪チーム愛知工業大学を迎え開催された。

.大歓声の中でプレー

試合当日は、囲内トップレベルの対戦をこの 穂積キャンパスでホーム

目で見ょうと地元中学生をはじめ数多くのサ マッチゲームを開催

ポ」ター(観戦者)が訪れ、ポイントが入るたびに感嘆の声やチーム応援

の歓声で大いに盛り上がり、試合会場は終始熱気につつまれていた。

試合は、朝日大学がシングルス・ダブルスのゲームで得点を奪い相手

選手を翻弄するものの実力に勝る愛知工業大学が3対lで勝利した。

ボウリング国際大会・全国大会で大活躍|

.国際大会で銅メダル獲得

中国天津市で昨秋開催きれた「第6回東アジア競技大会」ボウリング競技において、体

育会ボウリングチームの安星秀策選手(ピジネス企画4年.岐阜)が、全日本ナショナルチーム

の一員として出場しみごと「男子トリオJと「男子S人チームJの2種目て銅メダルを獲得した。

.圏内最高峰の大会で優勝

また、同チームの竹川ひかる選手(ピγネス企画4年:岐阜)は、全固からプロを中

心とした強豪選手が集う「第37回ABSジャパンオープンボウリング選手権(稲沢グラ

ントボウル愛知)Jで優勝を収め、史上2人目となるアマチュアチャンピオンに輝いた。

竹川選手は、今秋の長崎国体プレ大会として開催された「第42回全国都

道府県対抗選手権(長崎ラッキーボウル)Jでも、「女子個人準優勝」、「混合

4人チーム戦4位入賞」をはたし、岐阜県の総合3位獲得に大いに貢献した。

ボウリングチームの国際大会・全国大会でのさらなる活躍が期待される。
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「東京国体」で、入賞ラッシュ

2020年オリンピック開催が決定した東京を舞台

に「スポーツ祭東京(第68回国民体育大会)Jが開

催さtL、体育会の選手たちが大活躍し、大会を盛り

あげると共に朝日大学の名を広くアピールした。

また、2種目で優勝を収めた選手が所属 樹11教育長lζ優醐告する自転車競技部

する体育会自転車競技部は、松川穂子岐阜県教育長を表敬訪問し優

勝の喜びを報告した。松川教育長からは、お祝いの言葉と「さらなる活躍

をめざし競技と学業に取り組んでくださいJと激励の声がかけられた。

フェンシング 男子工ベ 優 脇佐4木瞭選手(ビジネス企画4年:新潟)
女子フルーレ 準優勝田村記准選手(ビジネス企画4年・群馬)

5位入賞菊池七彩選手(ビジネス企画4年:熊本)
7位入賞吉田彩子選手(ビジネス企画4年.香Jl(l

女子サーブル 3位入貧困村記潅選手(ピジ皐ス企画4年:群馬)
5位入賞吉田彩子選手(ビジネス企画4年.香)11)

ホッケー 優脇木佐賀亮iI.手(ビジネス企画4年;鹿児島)
片平優作選手(ビジネス企画3年:鹿児島)
福山正太遣手(ビジネス企画2年;鹿児島)
川畑俊貧選手(ビジネス企画1年:鹿児島)

自転車鄭技 1km~イムトライアル優 麟相馬義康選手(ビジネス企画1年:岐阜)
7位入賞贋回敦士選手(ビジネス企画3年:三重)

倣皿団体追披歳定 値 脹矢野智哉選手(ビジネス企画3年:岐阜)
相馬義漂選手(ビジネス企画1年:般車)
渡遁淘太郎選手(ビジネス企画1年:岐阜)

6位入賞原#剣也選手(ビジネス企画2年・福岡)
8位入賞山本琢也選手(ビジネス企画4年:岡山)

4km速度競走 7位入賞渡湿潤太郎選手(ビジネス企画1年:岐阜)
チームスプリント 8位入賞上遠野拓馬選手(ビジ皐ス企画直年:宮城)

ボウリング 男子団体(個人) 優 脇安里秀策選手(ビジネス企画4年:岐阜)
男子団体(2人チームl3位入賞安里秀策選手(ビジネス企画4年:岐阜)

棺損 団体 5位入賞平塚大践選手(経嘗2年ー岐阜)

ラグビー 大学選手権で勝利

「東海学生ラグビーリーグ戦J4連覇を達成した体育会ラグビー部は、

環太平洋大学との東海北陸中国四国代表決定戦を制し、2年連続とな

る「第50回全国大学ラグピー選手権」への出場を決めた。

.価値ある勝利

瑞穂公園ラグビー場(愛知)での選手

権ファーストステージに望んだラグピー部

は九州リーグ代表の福岡工業大学と対

戦、密集戦で常に優位を保ち29対24で競 「大学選手権出場」を決めた
り勝ち、昨年の雪辱をはたした。また、熊谷 環太平洋大学との対戦

ラグピー場(埼玉)で行われた東北・北海道代表の東北学院大学戦では、

猛攻を見せて43対21の大差で昨年に引き続き勝利を収めた。この結果、ラ

グピー部は初となる大学選手権セカンドステージへの進出をはたした。
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「思い」を英語で主張

「第29回高等学校英語弁論大会J(後援.岐阜県教育委員会、瑞穂
市、岐阜市、中日新聞社、NHK岐阜放送局)が、穂積キャンパス1号館

大講義室で開催された。

29回目を迎えた本大会へは、県内外27の高等学校から86名の応募

があり、厳正なる一次審査を通過した岐阜県、愛知県、滋賀県、沖縄県

ほか各県から36名の生徒が出場し、ジェスチャーやユーモアを交えたス

ピーチなど流暢な英語を披露した。

.スピーチ能力は年々 レベルアップ

弁論大会の審査は、発音やアクセントだけではなく、スピーチ内容や

表現力等が総合的に評価され、その結果、家族とのかかわりの中で

気づいた命の尊きや大切さを発表した横山恵里さん(高山西高等学校:

岐阜県)が「最優秀賞」の栄冠に輝いた。

受賞者たちが笑顔で記念爆影

長年弁論大会の運営に

携わる審査員たちからは、

「スピーチ能力や表現力が

年々レベルアップしており、発

表が楽しみである」との声が

聞かれた。

海外の歯学部学生を

受け入れ

姉妹校協定などを締結し相

E学生交流を行っているシエ

ナ大学(イタリア)、北京大学口

腔医学院(中国)とメキシコ州

立大学の学生や教員らが、短

期海外研修のため来日。穂積

キャンパスの歯学部や附属病 穂積キャンパス会議室での記念撮影(シエナ大学)

院で最先端の歯科医療を学ぶと共に、藤原周歯学部国際交流委員長か

ら「岐阜県の歴史と日本文化」などの講義を受講した。その後は、それぞれ

の大学での海外研修を経験した本学歯学部学生たちと、岐阜市内や古

都京都を訪れ日本文化を体験し交流を深めた。研修終了後には大友克

之学長や磯崎篤則歯学部長らから修了証書が授与された。

シエナ大学との相互学生交流は2008年から、北京大学口腔医学院と

は1993年から、メキシコ州立大学とは1995年から交流が行われており、

今後も学生教職員の相互交流が継続されるとととなる。

rヘ， ~.い

dziの沖
英語教育

研究セミナーを開催

朝日大学の建学の精神である「国際未来

社会を切り開く社会性と創造性、そして、人

類普遍の人間的知性に富む人聞の育成j

の理念のもと、英語教育に携わる関係者との

向後氏から英語教育のめざす 連携をはかると共に、教育手法の向上と英

方向性が語られた 語教育のさらなる発展をめぎす「英語教育

研究セミナーJが穂積キャンパス1号館大講義室で開催された。

.英語教育のさらなる発展を

今回で5回目の開催となる同セミナーで

は開会挨拶後、文部科学省初等中等教

育局教育課程課教科調査官の向後秀明

氏から「“授業は英語で"の意味と実際jを レセプシ雪ンに参加した高校生たち

テーマに講演が行われた。約加O名の参加者たちは、今後の英語教育がめ

ざす方向J性について真剣なまなざしで向後氏の講演に聞き入っていた。

セミナ」終了後には、会場を6号館ホ-)レに移しウェルカムレセプション

が開催され、和やかな雰囲気のなかで、参加者たちは日頃の英語教育

に関する悩み、今後の英語教育のあり方などについて質疑応答や活発

な情報交換を行った。

国際交流の集い

.相互理解・親睦が深まる

学部・大学院や留学生別科日本語研修課程で学ぶ外国人留学生、

教職員らが参加した「国際交流の集い」が、大垣フォーラムホテル(大垣

市)で開催され、約2∞名の参加者たちが相互の理解や親睦を深めた。

この集いは、国際交流委員会が毎年開

催している行事。今回も立食による懇談・懇

親が行われ、留学生と教職員たちが笑顔

で談笑し交流を深めた。また、恒例となった

プレゼント抽選会では、当選者が発表され

るたびに大きな歓声や拍手がわき起こり、
丸山和美留学生別科長の乾杯で

会場内の雰囲気を一層盛り上げていた。 パーティーがはじまる

.国際交流の架け橋となれ

留学生たちが朝日大学での充実したキャンパスライフを送り、将来、日

本や世界との架け橋となる人材に育つことを期待する。


